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当院の轟純平循環器内科・血液内科部長が、慢性
完全閉塞病変（CTO）のカテーテル治療に関す
るワークショップを2023年9月からスタート、
これまでに4回開催しています。CTO治療は、
特殊な技術が必要なため専門で施術する医師が少
ないことから、轟部長は積極的に学会発表などを
通して技術向上に努めてきました。
ワークショップは、当院内の手術室で実際に行わ
れ、轟医師がCTO患者の治療をライブで実演し、
その後参加者と意見交換を行います。学会のライ
ブデモンストレーションとは異なり、難しい症例
にも集中的に取り組める環境で行うことで、より

安全で確実な治療を目指しています。
CTO治療について、近年では超音波を活用し血
管内部を見ながら治療する高度な方法も登場して
います。ワークショップでは、これらの治療法の
選択や器具の使い方などが、実際の治療を通して
解説されます。
参加者からは「実際の治療法が見られて勉強に
なった」、「少人数のワークショップだからこそ
しっかり学べる」といった声が寄せられおり、ワー
クショップを継続的に実施することについて轟部
長は「患者さんが一人でもいる限り、この技術を
伝えていく必要がある」と強調しています。
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● CTO に対するカテーテル治療ワークショップが好評



3月18日（火）、当院において沖縄県臓器移植
コーディネーター及び他施設、当院関係者40人
程が参加し「脳死下臓器提供全体シミュレーショ
ン」が行われました。シミュレーションは、『52
歳男性が飲酒後に階段から転落、頭を強打し救急
搬送、転落による急性硬膜下血腫により脳死状態
となった。主治医よりご家族さんに病状説明と併
せ臓器提供の情報提供を行ったところ、移植コー
ディネーターの説明を希望』という設定で

・家族さんから臓器提供についての話が聞きたい
との申し出を受ける

・移植コーディネーターが来院し臓器移植、臓器
提供についての説明を実施

・その後、法的脳死判定の家族の同意を得て院内
外関係機関、部署との連絡調整や、脳死判定及
び必要書類の作成
等々、実際の流れにそって実施・確認が行われま
した。

3月1日（土）、㈱エスアールエル学術顧問の山
中喜代治氏をお招きして、臨床微生物・臨床検査
総合部門合同講演会が開催されました。
この講演会は、未来を担う学生や若手技師に向け
て、臨床検査技師の重要性や役割を再認識し、彼
らの夢を応援することを目的に行われるもので、
今回の講演会のテーマは『医療を支える臨床検査
技師への応援メッセージ ～未来を担う学生と新
人技師への夢のプレゼント～』というもの。
参加者たちは、講演を通して、次世代の臨床検
査技師を育成し医療の発展に寄与していくこと

や、専門職
としての誇
りを持つこ
との重要性
を感じるこ
とができま
した。また、

先輩技師からの励ましの言葉や、キャリア形成に
関するアドバイスも多く寄せられ、学生や若手技
師にとって貴重な学びの場となりました。

● 2024 年度 「脳死下臓器提供全体シミュレーション」

● 医療を支える臨床検査技師への応援メッセージ
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令和 7 年 3 月 1 日 ( 土 )、
2日 ( 日 ) の両日、熊本県
合志市で開催された全九州
9人制バレーボール大会に、
当院チームが出場。初日の
予選リーグ、２日目の決勝
リーグともに、フルセット
で勝ち抜き「大会18連覇」
を達成しました。
キャプテンの水野聡選手は、「大会初日は、気の
緩みからリードされる展開もありましたが、中盤
に追いつき終盤に逆転する事ができました。今年
はサーブ強化を重点課題として取り組んで大会に
挑み、大会を通して結果を出す事ができました。
セッターからのコンビのスパイク決定率という課
題も見つかった大会で、練習で課題を克服して5
月に開催される全九州総合大会に繋なげたい」と
意気込んでいました。

3月26日（水）、互助会主催バレーボール大会
を開催しました。この大会は、職員同士の親睦
を深めることを目的に行われ、応援を含め110
人が参加、11チームによるリーグ形式のもと熱
戦が繰り広げられ、参加者全員が一体感を感じ
られる素晴らしい機会となりました。
大会の最後には、表彰式を行い、優勝チームに
は賞品が贈られました。今後もこのようなイベ
ントを通じて、職員の交流を促進し、より良い
職場環境を築いていきたいと考えています。

● 令和6年度 第23回全九州９人制バレーボール大会優勝で『大会18連覇』

● 2024 年度 互助会バレーボール大会開催

●初日・予選リーグ対戦結果
対 戦 相 手 結果
藤球会（熊本県） 　2-0
玉名トップランカーズ（熊本県） 　2-0

●２日目・決勝リーグ戦対戦結果
試合 対戦相手 第1セット 第2セット 結果

初戦 宮崎光陽クラブ（宮崎県） 21-6 21-15 2-0

2戦目 Evoliv（熊本県） 21-11 21-7 2-0

最終戦 沖縄銀行（沖縄県） 21-13 21-16 2-0
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5 月オンライン公開健康講座 ※参加無料！
　オンライ公開健康講座は事前申し込みが必要です。

日   付 開始時間 演  題 ※各講座は３０分～６０分程度を予定しております 講　師　名
5 月 1 日（ 木 ）オンデマンド配信 災害時について ～災害時お薬の準備できていますか？～ 薬剤師

平野 光希　※オンデマンド配信 5 月 1 日（木）～ 5 月 14 日（水）23：59 迄

5 月 7 日（ 水 ）オンデマンド配信 臨床工学技士のお仕事 ～手術室業務編～ 臨床工学技士

米澤 昭一　※オンデマンド配信 5 月 7 日（水）～ 5 月 20 日（火）23：59 迄

5 月 16 日（金）【LIVE 配信】 16:00 摂食・嚥下障害 ～食べること飲み込むこと～ 言語聴覚士

伊藤 好輝　※オンデマンド配信 5 月 17 日（土）～ 5 月 23 日（金）23：59 迄
5 月 23 日（金）【LIVE 配信】 15:00 細菌検査について ～業務内容を中心に～ 臨床検査技師

島崎 勇輝　※オンデマンド配信 5 月 24 日（土）～ 5 月 30 日（金）23：59 迄
5 月 27 日（火）【LIVE 配信】 14:00 病院薬剤師の仕事について 薬剤師

荻原 万祐　※オンデマンド配信 5 月 28 日（水）～ 6 月 3 日（火）23：59 迄
5 月 28 日（水）【LIVE 配信】 14:00 栄養にまつわるお話し 栄養士

島袋 成子　※オンデマンド配信 5 月 29 日（木）～ 6 月 4 日（水）23：59 迄

現代の医療では、高度な医療機器が沢山使用されて
います。総合病院では、手術室や集中治療室、救急
救命センター、一般病棟など様々な場所で使用され
ており、中部徳洲会病院でも、実際に、沢山の医療
機器が使用されています。医療機器を熟知し医療を、
縁の下で支えているのが 『いのちのエンジニア』と言
われているわれわれ、臨床工学技士です。当院には、
35名の臨床工学技士が在籍しています。

 部   門  業 務 内 容
内視鏡部門 内視鏡検査や治療の補助
不整脈治療部門 不整脈治療に関連した業務

虚血治療部門 冠動脈の検査や治療に関連した
業務

病棟部門、ICU部門 人工呼吸器のチェック、病棟設
置機器の管理や修理対応

血液浄化部門 人工透析や血漿交換などの血液
浄化

高気圧治療部門 高気圧酸素治療

手術室部門 手術室での業務

このうち手術室部門では、大きく４つの業務に分か
れています。

業    務 内    容

手術支援業務 手術中の治療や検査、手術中の
モニタリングなどを支援する

麻酔補助業務 全身麻酔の管理を行う麻酔科医
師のサポートなどを行う

清潔野業務 手術の清潔野における外科医師
のサポートを行う

人工心肺業務 心臓手術における人工心肺の操
作や管理を行う

最近では、ロボット支援手術件数も増加しており、
看護師の代わりに私たち臨床工学技士がロボット手
術の清潔野に入ることで、機械トラブルにも直ぐに
対応できるようになりました。手術室の臨床工学技
士は、医療安全を第一にかかげて、医師、看護師、 そ
の他コメディカルとともに、チームの一員として貢
献できるよう日々取り組んでいます。

臨 床 工 学 技 士 の お 仕 事
～　手　術　室　業　務　編　～

2025/2/27

臨床工学部 臨床工学技士 米 澤 昭 一

オンライン公開健康講座
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当院は下記の基本理念及び基本方針を遵守して、
「いつでも、どこでも、だれもが安心して最善の医療を受けられる社会」をめざします。

医療法人 徳洲会の基本理念

● 理 念 の 実 行 方 法
■	 年中無休・２４時間オープン
■	 入院保証金、総室 ( 大部屋 ) の室料差額冷暖房費

等一切無料
■	 健康保険の 3 割負担金も困っている人には猶予する
■	 生活資金の立替・貸与する
■	 患者さまからの贈り物は一切受けとらない
■	 医療技術・診療態度の向上にたえず努力する

‐生命だけは平等だ‐
 ◎生命を安心して預けられる病院
 ◎健康と生活を守る病院

おきなわ津梁ネットワークの利用者カード

「利用者カード」とは、「同意書（地域包括ケア）」に署名すると、事務局がご本人を
代行して通院歴のある施設の医療情報を集約して発行するカードです。集約情報には
［過去の傷病名・既往歴・服薬情報］等があり訪問診療や救急搬送時に役立ちます！
このカードは搬送先が初めての救急病院でも、同様に集約医療情報が確認できます

● お 問 合 せ ●

沖縄県医師会（おきなわ津梁ネットワーク 事務局）
TEL:098-888-0087（代表）・080-2791-9653（直通）／ FAX:098-888-0089
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おきなわ津梁ネットワークは、沖縄県内の医療機関が連携して特定健康診断の結果や各
医療機関での検査結果、地域医療連携パス情報、特定保健指導情報などを集めて共有し
ます。これにより、適切な保健指導や医療の推奨、治療を行うことができます。このネッ
トワークは通信技術（ＩＣＴ）を活用しており。患者様の同意を得たうえで診療に必要
な情報を電子的にやり取りする事が出来るシステムです。

おきなわ津梁ネットワークで最適な医療を提供

～参加のメリット～
■過去に受診した特定健診・検査・処方内容等をおきなわ津梁ネットワーク参加機関と
共有し、医師や医療関係者が共有する事ができる。
■重複した検査を避ける事ができると同時に効果的な治療を行う事ができます。
■万が一の急病や事故等での救急搬送時に役立ちます。

おきなわ津梁ネットワークとは



「紹介状」ご持参のお願い 病気かな？と思ったら、まずは近くの「かかりつけ医」にご相談ください。

外 来 診 療 の ご 案 内
～ 外 来 受 付 ・ 診 療 開 始 時 間 ～

・午前  受付時間		 7:30 ～ 11:00（診療開始 9:00 ～）
・午後  受付時間		 13:00 ～ 15:00（診療開始 14:00 ～）
・夕診  受付時間		 16:00 ～ 17:00（診療開始 16:00 ～）

外 来 表 よくある質問

お 電 話 で の お 問 合 せ

外 来 診 療 や 入 院 に 関 す る ご 質 問
お 問 い 合 わ せ 専 用 ダ イ ヤ ル  

※年中無休・24 時間

※平日 13:00 ～ 17:00

ご 予 約 済 み の 患 者 様 で
予 約 日 変 更 を ご 希 望 の 方 は

予 約 専 用 ダ イ ヤ ル （ A I 電 話 ） 

☎ 0570-098033

☎ 050-1807-3571

中部徳洲会病院を受診される患者さま

2 人の主治医を持ちましょう！
当院では『2人主治医制』を推進しています。
患者さまおひとりに対して「かかりつけ医」と「当
院の専門医」が協力しあって、質の高い医療を提
供できるように努めています。

かかりつけ医

当院専門医

中 部 徳 洲 会 病 院 を
受 診 さ れ る 皆 さ ま へ 重 要 な お 知 ら せ

当院は沖縄県知事より「地域医療支援病院」の承認を受けています。
地域医療支援病院には「選定療養費」の徴収が義務付けられているため、当院にお
いても紹介状をお持ちではない場合は、選定療養費を徴収させていただいておりま
す。ご理解とご協力をお願いいたします。

選定療養費
について

初 診 時
選定療養費

再 診 時
選定療養費

紹介状を持たずに当院を初診で受診される場合、
保険診療分とは別にご負担いただく費用

病状が安定し、当院担当医が 「かかりつけ医」 への紹介を申し出た後も、
当院を受診される場合に、保険診療分とは別にご負担いただく費用

医科 7,000 円　  歯科 5,000 円 

医科 3,000 円　  歯科 1,900 円 

かかりつけ医

日頃の健康管理（予防・治療）専門的な診察・検査・手術など
体調や生活習慣などの相談先進医療進、高度医療の提供

中部徳洲会
病　院

入院や専門的治療が必要な場合に専門医と連携


